
  
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

■応募期間・本選日程 

 
予備審査応募期間:2024 年 1 月 22 日(月) 10:00 ～ 2 月 1 日(木) 正午 
予備審査結果発表:2024 年 2 月 21 日(水)  

※結果は応募時のメールアドレスに通知します。 
※予備審査の結果発表日を過ぎてもメールが届かない場合は、迷惑メールボックスをご確認くだ 

さい。そのうえで未着の場合はコンテスト実行委員会までご連絡ください。 
 

本 選 日 程     :2024 年３月 20 日（水・春分の日）午後 
※予備審査を通過した方のみ本選へ参加いただきます。 
※本選は本学で開催いたします。遠隔地にお住まいの方はご相談ください。詳しくは予備審査 

通過者に個別にお知らせします。 

■応募資格  
・女子高校生(2024 年 3 月卒業予定の 3 年生を含む） 
・英語を母語としない者 
  

第 1 部 （対象者の条件） 
１．就学以降、英語圏における生活経験が 1 年未満の者 
２．インターナショナルスクール等で英語による学校教育を 1 年以上受けていない者 

第２部  （対象者の条件） 
上記１．２に該当せず、就学以降、英語による生活や教育環境に 1 年以上身を置いた者 

 
※応募資格についてご不明な場合はお問い合わせください。 

東洋英和女学院大学英語レシテーションコンテスト募集要項 

 
■応募について  
（応募方法） 
１．以下のサイトまたは右の QR コードから、応募フォームにアクセスして 

ご応募ください。 
https://forms.gle/aEPPLJZLNcinsiwJ9 
 
 

２．応募フォームへのアクセスには、応募者ご本人の Google アカウント（・・・・・＠gmail.com）が 
必要です。ご本人の Google アカウント（@以降が gmail.com となっているもの）でログインしてい 
ることを確認のうえ、応募フォームから提出してください。 

 
３．課題パッセージ【予備審査】を朗読している音声を録音した「音声データ」を提出（アップロード） 

します。提出する音声データは mp3 形式、ファイルサイズは 10MB 以下のものに限ります。それ以
外でご応募いただいても審査の対象にはなりませんのでご注意ください。 

 
４．必要事項を全て入力し送信してください。送信したあと forms-receipts-noreply@google.com から 

回答した内容を含むメールが送られてきたら本コンテストへの受付が完了します。 
 
（注意事項） 
１．収集した個人情報は、レシテーションコンテスト及び大学広報活動で必要とされる募集とそれに付随 

する作業の範囲に限り使用いたします。 
 

２．本コンテストに関するご連絡は、応募フォームに登録されたメールアドレスへ送られますので、 
正しいアドレスを入力してください。また適宜メールの確認をお願いいたします。 

【応募フォーム】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
■課題パッセージ【予備審査】    
Actually, I have wracked* my mind and heart for what I ought to say to you today. I have asked 

myself what I wish I had known at my own graduation, and what important lessons I have 

learned in the 21 years that have expired between that day and this. 

I have come up with two answers. On this wonderful day when we are gathered together to 

celebrate your academic success, I have decided to talk to you about the benefits of failure. And 

as you stand on the threshold of what is sometimes called ‘real life’, I want to extol* the crucial 

importance of imagination. 
*「苦しめる」 **「褒めたたえる」 

 

 
 (出典：'The Fringe Benefits of Failure, and the Importance of Imagination' ―Text of J.K. 

Rowling’s speech | The Harvard Gazette） 

 
■課題パッセージ【本選（本審査）】    
If you choose to use your status and influence to raise your voice on behalf of those who have 

no voice; if you choose to identify not only with the powerful, but with the powerless; if you 

retain the ability to imagine yourself into the lives of those who do not have your advantages, 

then it will not only be your proud families who celebrate your existence, but thousands and 

millions of people whose reality you have helped change. We do not need magic to change the 

world, we carry all the power we need inside ourselves already: we have the power to imagine 

better. 

 

 
(出典：'The Fringe Benefits of Failure, and the Importance of Imagination' ―Text of J.K. 

Rowling’s speech | The Harvard Gazette） 

■表彰 （【第 1 部】と【第 2 部】それぞれで表彰します） 
 

東洋英和女学院大学学⾧賞  副賞:図書カード 1 万５千円分 
銀  賞   副賞:図書カード 1 万円分 
銅  賞   副賞:図書カード 5 千円分 
UNAJ (公益財団法人日本国際連合協会)賞  副賞:国連英検受験チケット 
楓 美 賞 
 

※ 本選で入賞した方の発表は本学 HP に掲載させていただきます。 
 

■お問い合わせ先 
東洋英和女学院大学「英語レシテーションコンテスト実行委員会」宛 ※平日 9:00～17:00 
メール:recitation@toyoeiwa.ac.jp    


